
　

二
〇
一
六
年
五
月
、
政
府
は
内
閣
総

理
大
臣
を
本
部
長
に
、「
持
続
可
能
な

開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
推
進
本
部
」

を
立
ち
上
げ
た
。
そ
こ
で
決
定
さ
れ
た

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
施
指
針
に
は
「
持
続
可
能

で
強
靱
、
そ
し
て
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
、
経
済
、
社
会
、
環
境
の
統
合
的
向

上
が
実
現
さ
れ
た
未
来
へ
の
先
駆
者
を

目
指
す
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。

　

更
に
、
行
政
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

有
識
者
、
民
間
セ
ク
タ
ー
、
国
際
機

関
、
各
種
団
体
等
が
結
集
し
意
見
交
換

を
行
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
円
卓
会
議
を
組

織
し
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

の
連
携
を
強
化
し
て
い
る
。
一
業
界
単

独
の
枠
組
み
だ
け
で
は
、
継
続
的
な
取

組
み
、
目
標
の
達
成
は
難
し
い
。
緊
密

な
連
携
か
ら
生
ま
れ
る
積
極
性
が
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
推
進
力
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

日
本
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
を
牽
引
す
る

大
き
な
潮
流
の
一
つ
と
し
て
、（
一
社
）

日
本
経
済
団
体
連
合
会
（
経
団
連
）
の

活
動
が
あ
る
。

　

経
団
連
の
中
西
宏
明
会
長
は
、
副
会

長
時
代
か
ら
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・

０
」
と
い
う
社
会
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
唱
し

て
い
た
。こ
れ
は
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
、ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
と
い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
中
心
と
す
る
革
新
的
技
術
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
社
会
的
課

題
を
解
決
し
、
一
人
ひ
と
り
が
快
適
で

活
力
に
満
ち
た
暮
ら
し
を
創
造
す
る
社

会
の
こ
と
だ
。
狩
猟
社
会
（
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ

ｅ
ｔ
ｙ
１
・
０
）、
農
耕
社
会
（
同
２
・

０
）、
工
業
社
会
（
同
３
・
０
）、
情
報

社
会
（
同
４
・
０
）
に
続
く
五
番
目
の

新
し
い
人
類
社
会
の
あ
り
方
が
Ｓ
ｏ
ｃ

ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
で
あ
る
。

　

経
団
連
の
長
谷
川
知
子
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
本

部
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ

ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
は
、
人
間
の
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ビ
テ
ィ（
創
造
力
）と
イ
マ
ジ
ネ
ー

シ
ョ
ン
（
想
像
力
）
を
も
っ
て
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ツ
ー
ル
と
し
な
が
ら
、

人
類
が
直
面
し
て
い
る
環
境
や
貧
困
と

い
っ
た
社
会
課
題
の
最
適
解
を
見
つ
け

て
い
こ
う
と
す
る
考
え
方
で
す
。
こ
れ

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
基
本
的
に

合
致
す
る
こ
と
か
ら
、
経
団
連
と
し
て

文：槌田波留基　写真：特記以外は中原一隆

緊
密
な
連
携
か
ら
見
え
て
く
る

地
球
の
ゴ
ー
ル

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５・０
と

つ
な
が
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

2015年9月、ニューヨークの国連本
部のビル正面に映し出されたSDGsの
アイコンと世界各国の国旗。

（UN Photo by Cia Pak）

建設業界が目指す
地球環境のゴール
「イノベーション」と「連携」で推進するSDGs

特 集

は
、そ
の
基
本
活
動
方
針
の
一
つ
に『
Ｓ

ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０ 

ｆ
ｏ
ｒ 

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
』
を
掲
げ
て
活
動
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
そ
の
根
底
に
も
『
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
』
と
い
う
人
間
を
中
心
と
し

た
考
え
方
が
あ
り
ま
す
」。

　

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
で
は
、「
課

題
解
決
と
価
値
の
創
造
」「
持
続
可
能

性
・
自
然
と
の
共
生
」「
多
様
性
」
の

実
現
等
を
見
据
え
た
価
値
観
の
転
換

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
の
基
軸
に

据
え
ら
れ
た
の
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

だ
。「
そ
の
最
先
端
技
術
を
使
う
こ
と

に
よ
っ
て
何
が
実
現
で
き
る
の
か
。
今

こ
そ
、
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
段
階
に
あ
る
と
思
い
ま
す
」と
話
す
。

　

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０ 

ｆ
ｏ
ｒ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
経
団
連
が
提
唱
す
る
「
企

業
行
動
憲
章
」に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
一
七
年
十
一
月
、
こ
の
憲
章
が
七

年
ぶ
り
に
改
定
さ
れ
た
際
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ

ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０ 

ｆ
ｏ
ｒ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

見
据
え
、
副
題
と
し
て
「
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
の
た
め
に
」
と
い
う
一
文

が
追
記
さ
れ
た
。
前
文
に
は
企
業
の
経

営
・
経
済
活
動
と
、
社
会
的
責
任
と
し

て
の
持
続
可
能
な
社
会
の
創
出
を
目
指

す
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。「
単
に

企
業
と
し
て
の
成
長
を
目
指
す
だ
け
で

は
な
く
、
社
会
全
体
を
持
続
可
能
な
形

と
す
る
た
め
に
、
社
会
的
課
題
に
対
し

て
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
、
企
業

と
し
て
の
基
本
的
な
行
動
原
則
に
位
置

付
け
て
い
ま
す
。
経
営
ト
ッ
プ
の
役
割

と
し
て
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０ 

ｆ

ｏ
ｒ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
精
神
を
理
解
し
た

上
で
『
経
営
』
の
な
か
に
取
り
込
み
、

統
合
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
」
と

長
谷
川
本
部
長
は
説
明
す
る
。

　

も
は
や
利
潤
の
追
求
や
一
企
業
の
成

長
だ
け
で
は
、
社
会
の
、
ま
た
地
球
全

体
の
持
続
可
能
性
を
担
保
で
き
な
い
。

企
業
行
動
憲
章
改
定
は
、
そ
う
し
た
意

識
の
下
、
社
会
全
体
に
向
け
た
共
通
理

解
を
求
め
て
い
る
。

　

例
え
ば
道
路
や
橋
と
い
っ
た
イ
ン
フ

ラ
整
備
は
物
流
の
効
率
化
、
経
済
成
長

長谷川知子
Tomoko Hasegawa

一般社団法人
日本経済団体連合会
SDGs本部長

　2015年9月、国連サミットで採択されたSDGs（Sustainable 
Development Goals）。地球環境や経済、社会、人権など、幅広い
分野において、地球上に暮らすすべての人々が平和と豊かさを享
受するための「持続可能な開発目標」である。国連加盟193ヵ国が
2016年から2030年までの15年間で目標達成を目指す。
　SDGsは17の大きなゴール（目標）と、これを達成するための具体
的な169のターゲットで構成される。採択から4年。SDGsの認知度
は徐々に高まり、広範な分野・業界で取組みが加速している。建設
業界においても例外ではない。
　そこで、（一社）日本経済団体連合会（経団連）が取りまとめた

「SDGs事例集」のなかから、日建連会員企業の取組みを2つピック
アップし、それぞれを取材した。建設業界はこの星の未来のために何
を成し得るのか、この2つの事例を通して、その道筋を探ってみたい。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
深
め
る

「
事
例
」の
共
有
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Ｇ
ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
１
９
」

を
見
る
と
、「
強
靭
か
つ
環
境
に
優
し

い
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
」「
質
の
高

い
イ
ン
フ
ラ
」「
防
災
の
主
流
化
」
と

い
っ
た
建
設
業
界
が
担
う
べ
き
項
目
が

数
多
く
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

建
設
業
界
が
、
イ
ン
フ
ラ
を
は
じ
め

と
す
る
ハ
ー
ド
面
ば
か
り
で
な
く
、
ま

ち
づ
く
り
や
地
域
振
興
と
い
っ
た
ソ
フ

ト
面
に
も
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
長
谷
川
本
部
長
は
こ
う
期

待
を
寄
せ
る
。「
建
設
業
界
は
イ
ン
フ

ラ
整
備
、
交
通
や
防
災
、
更
に
は
環
境
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
観
光
と
い
っ
た
人
々
の

暮
ら
し
に
大
き
く
深
く
関
わ
り
、
こ
れ

を
担
っ
て
い
る
業
界
。
ま
さ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
に
関
与
し
て
お

り
、
そ
の
影
響
力
は
非
常
に
大
き
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
フ
ロ
ン
ト

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
牽
引
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」。

　

土
木
・
建
築
の
技
術
的
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
、
そ
し
て
働
き
方
改
革
や
建
設

業
従
事
者
の
処
遇
改
善
と
い
っ
た
諸
課

題
が
共
通
認
識
さ
れ
て
い
る
今
こ
そ
、

各
社
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
そ
の
経
営
に
統
合

し
、
業
界
全
体
が
矜
持
を
も
っ
て
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
向
か
い
合
う
時
期
で
あ
る
。

共
有
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
昨
年
七
月

に
は
、
会
員
企
業
等
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
資
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組
み

を
一
七
の
ゴ
ー
ル
ご
と
に
整
理
し
、
そ

の
事
例
集
を
発
表
し
て
い
る
。
更
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
特
設
サ
イ
ト
を
開

設
し
、
事
例
を
随
時
更
新
し
て
お
り
、

今
で
は
二
〇
〇
を
超
え
る
事
例
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

　

長
谷
川
本
部
長
は
Ｐ
Ｒ
の
重
要
性
を

こ
う
語
る
。「
地
域
特
性
や
規
模
な
ど

に
よ
る
取
組
み
の
違
い
に
も
注
目
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
同
じ
ゴ
ー
ル
を
目
指

す
企
業
間
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
道
筋

や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
向
け
た
積
極
的
な
意
識

を
共
有
し
、
連
携
を
促
す
こ
と
が
大
き

な
目
的
と
言
え
ま
す
。
企
業
間
、
あ
る

い
は
政
府
間
や
ユ
ー
ザ
ー
も
含
め
、
あ

ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
の
連
携

が
必
要
不
可
欠
。
積
極
的
な
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
も
っ
て
一
七
の
目

標
に
歩
を
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え

て
い
ま
す
」。

　

昨
年
十
二
月
、
政
府
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推

進
本
部
に
お
い
て
策
定
さ
れ
た
「
Ｓ
Ｄ

に
寄
与
す
る
。
整
備
事
業
に
よ
り
雇
用

が
創
出
さ
れ
、
貧
困
や
所
得
格
差
の
是

正
に
貢
献
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

し
か
し
、
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
視

点
が
あ
る
と
、
長
谷
川
本
部
長
は
こ
う

話
す
。「
一
つ
の
目
標
に
取
り
組
ん
だ

成
果
と
し
て
、
大
き
な
経
済
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
が
、
一
方
で
自
然
環
境
の

破
壊
や
人
権
の
軽
視
と
い
っ
た
新
た

な
課
題
が
顕
在
化
す
る
懸
念
も
あ
り
ま

す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
一
七
の
ゴ
ー
ル
（
目

標
）
に
は
、
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
双

方
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
潜
ん
で

い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、
こ
の
一
七

の
個
々
の
ゴ
ー
ル
を
組
み
合
わ
せ
、
多

面
的
に
考
え
る
こ
と
で
、
諸
課
題
を
包

括
的
に
解
決
し
て
い
こ
う
と
す
る
考
え

方
で
す
」。
そ
の
た
め
に
も
、
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
間
に
お
け
る
事
例
や
情
報

の
共
有
は
欠
か
せ
な
い
。

　

経
団
連
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
向

け
、
会
員
企
業
の
取
組
事
例
の
発
信
、

建設業界が目指す地球環境のゴール特集

SDGsは、2000年に国連サミットで採択されたMDGs（ミレニアム開発目標）が2015年に達成期限を迎えたこと
を受け、これに変わる新たな目標として設定された。先進国が途上国を支援する色合いが強かったMDGsは一定
の成果を挙げたが、次のフェーズでは先進国と途上国が一体となった取組みが求められる。「誰一人取り残さな
い」というコンセプトは先進国、途上国の枠をも超えた地球規模の目標達成を目指す覚悟ともいえる。

S U S TA I N A B L E  D E V E L O P M E N T  G O A L SS o c i e t y 5 . 0  f o r  S D G s

Society 5.0 for SDGsの概念図（提供：経団連）

経団連の取組み
経団連では、SDGsの目標
ごとに企業のイノベーショ
ンを整理した、SDGsに資
するイノベーション事例集

「INNOVATION FOR SDGs」
を発表したり、SDGs特設
サイトを開設し、Society 
5.0 for SDGsに関するコ
ンテンツや、事例のデータ
ベースを掲載するなど、多
くの取組みを行っている。

経団連SDGs特設サイト
URL : https://www.
keidanrensdgs.com/ 事例集

『INNOVATION FOR SDGs』

建
設
業
界
こ
そ
が

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

2019年3月14 〜 15日に開催された「B20東京サ
ミット」では、G20各国経済界代表がSociety 5.0 
for SDGsの実現に向けた方策を議論した。（写真
提供：経団連）
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二
〇
一
八
年
二
月
、
博
多
の
オ
フ
ィ

ス
街
に
新
し
い
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
が
竣
工

し
た
。「
Ｊ
Ｓ
博
多
渡
辺
ビ
ル
」
は
地
上

七
階
建
て
。
一
見
す
る
と
ス
タ
イ
リ
ッ

シ
ュ
な
新
築
の
建
物
だ
が
、
国
土
交
通

省
が
主
導
す
る
建
築
物
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

性
能
表
示
制
度
（
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
）
の
「
Ｚ

Ｅ
Ｂ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
」
認
証
を
取
得
し

た
国
内
初
の
新
築
テ
ナ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
」
と
は
、「
Ｚ
ｅ
ｒ
ｏ 

Ｅ
ｎ

ｅ
ｒ
ｇ
ｙ 

Ｂ
ｕ
ｉ
ｌ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
」
の

略
称
で
、
年
間
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支

を
ゼ
ロ
と
す
る
環
境
に
配
慮
し
た
建
築

物
を
指
す
。
そ
の
削
減
率
か
ら
三
段
階

に
分
け
て
定
義
さ
れ
る
。
国
は
「
建
築

物
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に

新
築
公
共
建
築
物
等
で
、
二
〇
三
〇
年

「
我
慢
」し
な
い
省
エ
ネ

「
制
約
」を
超
え
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ら
し
て
い
る
う
ち
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

達
成
で
き
て
い
る
状
態
が
理
想
で
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
様
々
な
制
約
が
付
き
ま

と
う
印
象
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
う
で
は
な
い
。
制
約
が
あ
る
と
し
て

も
、
い
か
に
し
て
乗
り
越
え
る
か
、
技

術
者
に
と
っ
て
制
約
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
テ
ー
マ
に
な
り
得
ま
す
」
と
加
藤

フ
ェ
ロ
ー
は
話
す
。

　
Ｊ
Ｓ
博
多
渡
辺
ビ
ル
で
は
計
画
段
階

で
空
調
と
照
明
、
そ
の
他
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
技
術
に
よ
り
全
体
で
五
二
％
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
達
成
し
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｒ

ｅ
ａ
ｄ
ｙ
認
証
を
取
得
し
た
。
発
注
者

で
あ
る
紙
与
グ
ル
ー
プ
の
渡
辺
地
所
㈱

と
㈱
サ
ン
ラ
イ
ト
と
の
窓
口
を
担
っ

た
同
社
九
州
支
店
設
計
部
シ
ニ
ア
エ
ン

ジ
ニ
ア
の
石
村
佳
子
氏
が
発
注
者
に
ア

ピ
ー
ル
し
た
の
は
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

ま
で
に
新
築
建
築
物
の
平
均
で
Ｚ
Ｅ
Ｂ

の
実
現
を
目
指
す
」
と
す
る
目
標
を
掲

げ
て
い
る
。

　

設
計
と
施
工
を
担
っ
た
大
成
建
設
㈱

は
二
〇
一
四
年
、
自
社
の
技
術
セ
ン
タ

ー
内
に
Ｚ
Ｅ
Ｂ
実
証
棟
を
竣
工
さ
せ
、

そ
の
二
年
後
に
札
幌
の
自
社
ビ
ル
を
リ

特
別
な
も
の
は

使
わ
な
い
Ｚ
Ｅ
Ｂ

ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
際
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｒ
ｅ

ａ
ｄ
ｙ
化
を
達
成
し
て
い
る
。

　

同
社
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
本
部
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
・
フ
ェ
ロ
ー
加
藤
美
好
氏
に
Ｚ

Ｅ
Ｂ
開
発
の
経
緯
を
聞
い
た
。「
開
発

の
契
機
は
東
日
本
大
震
災
の
直
後
。
い

く
つ
か
の
国
で
Ｚ
Ｅ
Ｂ
が
話
題
に
な
り

つ
つ
あ
る
な
か
、日
本
で
も
Ｃ
Ｏ
２
の
排

出
を
削
減
し
、
安
全
か
つ
快
適
な
Ｚ
Ｅ

Ｂ
を
つ
く
ろ
う
と
検
討
を
重
ね
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、実
案
件
に
活
用
で
き
る

具
体
的
な
方
向
性
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

Ｚ
Ｅ
Ｂ
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
気
候
変
動
対
策
、

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
は
じ

め
と
す
る
目
標
に
も
合
致
し
ま
す
」。

　
Ｊ
Ｓ
博
多
渡
辺
ビ
ル
に
は
Ｚ
Ｅ
Ｂ
を

実
現
す
る
た
め
に
数
々
の
技
術
、
創
意

工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
伴

う
コ
ス
ト
面
で
の
課
題
は
、
既
存
の
技

術
の
活
用
や
普
及
で
き
る
新
し
い
技
術

の
開
発
を
進
め
、
更
に
、
必
要
最
低
限

の
コ
ス
ト
で
設
備
等
の
効
果
を
最
大
限

に
引
き
出
す
バ
リ
ュ
ー
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
導
入
に
よ
り
克
服
す
る
こ
と
が
で

き
た
。「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
た
め
に
冷

房
を
控
え
る
。
そ
う
い
っ
た
『
我
慢
』

を
強
い
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
対
策
に
継

続
性
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
普
通
に
暮

加藤美好
Miyoshi Kato

大成建設株式会社
エネルギー本部
エグゼクティブ・フェロー

外観からエントランスまで、黒、グレーを基調とした落ち着いた内外装。JS博多渡辺ビルには大成建
設の九州支店がテナントして入居する。（写真提供：大成建設㈱）

　大成建設は2016年度から本格的なオープンイノベー
ションの取組みを始めている。従来の枠組みを超えた最
先端技術や知見など、ほかの会社と連携することで社会
に新しい価値を生み出すことをその活動目的として掲げ
ている。大企業のみならずベンチャー企業、NPO法人、
地方行政といった幅広いステークホルダーと交流し、安
全、安心、省人化対策、新素材、更には健康、幸福など

をテーマとしてイベントや共創活
動を展開している。保有する約
150の技術を惜しむことなく公開し、中小企業との連携
を深めるビジネスマッチングなど、SDGsの根幹ともい
える「パートナーシップで目標を達成しよう」という目
標に技術革新と連携で挑む。こうした動きが業界横断的
に拡大すれば、SDGsが加速する可能性も高まるだろう。

大成建設のオープン・イノベーション（TOI Lab.）
ZEBの定義
快適な環境を保ちながら、
建物で消費する年間の一次
エネルギー収支ゼロを目指
す建物。「省エネ」によっ
てエネルギー消費を削減
し、太陽光発電などの「創
エネ」で使用するエネルギ
ーを生み出し、全体の消費
量を正味でゼロにする。

（環境省 HP より）

国
内
初
Ｚ
Ｅ
Ｂ
テ
ナ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

大
成
建
設
株
式
会
社

Ｊ
Ｓ
博
多
渡
辺
ビ
ル

7.a �エネルギー関連インフラ、クリーンエネルギー技術への投資促進
7.3 �エネルギー効率の改善
8.2 �イノベーションを通じた生産性の向上

関連するSDGsの目標

建設業界が目指す地球環境のゴール特集

（写真撮影：入江輝彦）
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換気量空調制御
■換気量大・冷房
■換気量小・弱冷
■OFF

照明制御
■全点灯
■減光
■OFF

フロアマッピング
（在／不在情報）

フロアマッピング機能

活
況
を
呈
し
て
い
ま
す
が
、
正
直
、
い

ず
れ
厳
し
い
時
代
が
到
来
す
る
と
い
う

肌
感
覚
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
に
Ｚ
Ｅ

Ｂ
が
テ
ナ
ン
ト
誘
致
に
有
利
に
働
い
て

ほ
し
い
と
い
う
期
待
感
は
あ
り
ま
す
」

と
吉
留
部
長
は
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
可
能
性
に
期

待
を
寄
せ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｓ
博
多
渡
辺
ビ
ル
の
新
築
を
検
討

す
る
際
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
と
い

っ
た
尺
度
は
ほ
と
ん
ど
認
識
が
な
か
っ

た
、
と
吉
留
部
長
は
明
か
す
。
し
か
し

「
竣
工
後
の
見
学
、
視
察
の
多
さ
に
正

直
驚
い
た
。
ビ
ル
を
提
供
す
る
側
の
意

識
、
価
値
観
が
問
わ
れ
て
い
る
時
期
に

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
建
設
業
界

の
技
術
革
新
が
進
め
ば
、『
省
エ
ネ
』

が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
『
創
エ

ネ
』
の
効
果
を
凌
駕
す
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
建
設
業
界
は
技
術
力
で
社

会
的
課
題
を
克
服
し
て
き
た
経
緯
が
あ

る
。
今
後
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
期
待

し
て
い
ま
す
」。

に
お
応
え
し
て
ご
提
案
い
た
し
ま
し
た
。

竣
工
後
、
建
物
を
ご
覧
い
た
だ
い
た
時

に
『
特
別
な
こ
と
は
や
っ
て
い
な
い
、

一
見
、
普
通
の
ビ
ル
だ
ね
』
と
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
に
、
む
し
ろ

嬉
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
」
と
石
村
氏
は

振
り
返
る
。

　
Ｊ
Ｓ
博
多
渡
辺
ビ
ル
の
開
発
を
主
導

し
た
紙
与
産
業
㈱
は
、
呉
服
商
を
起
源

と
す
る
地
元
の
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
だ
。
福

岡
、
博
多
の
発
展
の
一
翼
を
担
っ
て
き

た
企
業
で
あ
る
。
同
社
ビ
ル
管
理
開
発

部
の
吉
留
浩
一
部
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

「
福
岡
の
街
が
発
展
す
る
こ
と
で
当
社

の
成
長
が
あ
る
と
い
っ
た
気
概
を
持
ち

続
け
て
き
ま
し
た
。
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
ご
提
案

を
い
た
だ
い
て
会
社
と
し
て
決
断
し
た

時
も
、
そ
う
し
た
使
命
感
が
背
景
に
あ

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
思
い
を
巡

ら
す
。「
お
金
を
か
け
た
良
い
ビ
ル
を

つ
く
り
た
い
」
と
し
な
が
ら
も
、
や
は

り
コ
ス
ト
は
俎
上
に
上
が
る
。
企
業
で

あ
る
限
り
、
予
算
内
で
仕
事
を
完
了
さ

せ
る
こ
と
は
至
上
命
題
だ
。「
大
成
建

設
さ
ん
か
ら
、
ビ
ル
全
体
で
は
大
き
な

コ
ス
ト
ア
ッ
プ
は
な
い
よ
う
に
調
整
す

る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
も
照
明
器
具
も
ご
く
一
般
的
な

仕
様
。
汎
用
技
術
を
上
手
に
使
っ
て
い

る
。
お
か
げ
さ
ま
で
想
定
し
て
い
た
ト

ー
タ
ル
コ
ス
ト
内
で
収
ま
り
ま
し
た
」

と
納
得
の
表
情
を
浮
か
べ
た
。

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
す

る
Ｚ
Ｅ
Ｂ
は
、
自
社
ビ
ル
で
あ
れ
ば
エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
削
減
と
い
っ
た
大

き
な
リ
タ
ー
ン
が
享
受
で
き
る
が
、
テ

ナ
ン
ト
ビ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
に
対
す
る
メ

リ
ッ
ト
が
少
な
い
と
い
っ
た
指
摘
が
あ

る
。「
現
在
、
福
岡
の
オ
フ
ィ
ス
市
況
は

コ
ス
ト
の
削
減
と
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
低
減

に
よ
る
低
炭
素
社
会
構
築
へ
の
貢
献
、

そ
し
て
不
動
産
の
資
産
価
値
の
向
上
の

三
点
だ
っ
た
。「
そ
れ
で
も
最
大
の
課

題
は
コ
ス
ト
面
。『
特
別
な
も
の
は
使

わ
な
い
』
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
高
効
率

機
器
の
採
用
や
、
昼
光
利
用
や
外
気
冷

房
と
い
っ
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大

活
用
を
追
求
し
、
発
注
者
様
に
ご
理
解

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

振
り
返
る
。
設
計
と
施
工
を
一
貫
し
て

受
注
で
き
た
こ
と
も
大
き
い
。
社
内
で

設
備
シ
ス
テ
ム
等
を
再
検
討
す
る
際
に

も
、
設
計
変
更
に
即
座
に
対
応
で
き
た
。

　

し
か
し
、
発
注
者
の
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

が
、
入
居
す
る
テ
ナ
ン
ト
に
向
け
た
メ

リ
ッ
ト
を
第
一
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
。
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
達
成
だ
け
を
目
的
に
仕

様
を
変
更
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

「
発
注
者
様
も
譲
れ
な
い
点
は
多
々
あ

り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
課
題
に
社
内
で

検
討
を
重
ね
、
ご
要
望
に
対
し
て
真
摯

コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
実
現
で
き
る

石村佳子
Yoshiko Ishimura

大成建設株式会社
九州支店 設計部
シニアエンジニア

吉留浩一
Koichi Yoshidome

紙与産業株式会社　
ビル管理開発部長

採光と遮光を同時に可能とするブラインドを開発した。ブラインド上部から導かれた自然光が室奥まで達し、快適性を維持
しながら省エネルギーを可能とする。（写真撮影：入江輝彦）

ブランドイメージの向上
消費者の半数以上が環境に配慮した商品やサービスを選択するとした
データがある。建築物においても環境をアピールすることでブランド
イメージの向上が期待できる。

T-Zone Saver
執務エリアでは、人の在・不在を独自開発のセンサで感知、照明を一灯単位で
点灯・減灯、空調機も制御し、自動的に省エネルギーを図る。その効果をプレ
ゼンテーションスペースで見える化している（左）。

JS博多渡辺ビルのコンセプトは地球環境への
対応、CO2削減というSDGsの目標に準拠して
いるが、執務者の健康増進と快適性、知的生産
性の向上に配慮した「ウェルネスオフィス」の
可能性も追求している。住吉神社の緑を望むコ
ーナーカウンター（左）や、窓からの自然光が
執務スペースにも届くオフィス空間（右下）、ガ
ラス1枚を隔てたインハウスラウンジ（左下）な
ど、デスクワークとコミュニケーションを重視
した空間設計が印象的だ。こうした造作が高く
評価され、2018年度の日経ニューオフィス賞
を受賞した。（写真提供：大成建設㈱）

T-Light Blind

Wellness 
Office

環境に配慮した商品やサービスを
選択することを心掛けている人

（n=6,225）

出典：2017年度消費者意識基本調査（消費者庁）

■ かなり心掛けている
■ ある程度心掛けている
■ どちらともいえない
■ あまり心掛けていない
■ ほとんど・全く心掛けていない
■ 無回答

9.1%

30.4%
41.2%

13.4%

5.4
%

0.6%

建設業界が目指す地球環境のゴール特集

（写真撮影：入江輝彦）

人検知センサ

会議室

（大成建設㈱提供資料を基に作成）
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一
致
し
た
。「
こ
れ
ま
で
建
設
業
は
山

や
田
ん
ぼ
を
開
発
し
て
工
業
団
地
や
住

宅
地
を
創
り
だ
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
農
業
振
興
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
な
い
か
と
。
目

指
し
て
い
る
の
は
農
業
の
六
次
産
業
化

で
す
」。
六
次
産
業
化
と
は
、
一
次
産
業

と
し
て
の
農
業
、
二
次
産
業
と
し
て
の

　

日
本
の
農
業
が
転
換
期
を
迎
え
て
い

る
。
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者

不
足
と
い
っ
た
言
葉
が
日
々
メ
デ
ィ
ア

で
喧
伝
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
な
か
、

二
〇
一
七
年
の
春
、
ゼ
ネ
コ
ン
で
あ
る

戸
田
建
設
㈱
が
、
茨
城
県
常
総
市
で
い

ち
ご
栽
培
を
始
め
た
。「
イ
ン
フ
ラ
整

備
や
土
地
区
画
整
理
事
業
を
通
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
振
興
に
関
わ
っ
て

き
た
建
設
業
と
し
て
何
か
で
き
る
こ
と

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
自
問

が
出
発
点
で
し
た
」
と
話
す
の
は
同
社

の
戦
略
事
業
推
進
室
の
飯
田
勝
部
長
だ
。

　

常
総
市
は
二
〇
一
四
年
に
圏
央
道
の

常
総
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
整
備
事
業
と
し
て

「
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
バ
レ
ー
構
想
」

を
策
定
し
、
農
業
と
融
合
し
た
産
業
団

地
の
形
成
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
常

総
市
の
ニ
ー
ズ
と
、
戸
田
建
設
の
志
が

な
管
理
、
農
産
物
や
労
働
者
の
安
全
確

保
を
実
践
す
る
生
産
者
に
付
与
さ
れ
る

Ａ※

Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
も
受
け
て
い

ま
す
」
と
中
島
主
管
は
胸
を
張
る
。

　

こ
の
実
証
事
業
に
は
、
ま
ち
づ
く
り

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
、
㈱
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ス
ケ
ー
プ
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
参

加
工
、
三
次
産
業
と
し
て
の
小
売
り
、

こ
の
三
つ
の
事
業
を
一
体
的
に
展
開
し
、

資
源
を
生
か
し
た
地
域
と
産
業
の
活
性

化
を
目
指
す
取
組
み
だ
。
一
と
二
と
三
、

掛
け
合
わ
せ
て
「
六
」
に
な
る
こ
と
か

ら
こ
う
呼
ば
れ
て
い
る
。
農
家
が
主
体

と
な
っ
て
、
作
物
を
育
て
、
加
工
し
て

売
る
。
そ
の
自
立
的
な
農
業
ビ
ジ
ネ
ス

に
ゼ
ネ
コ
ン
が
参
入
し
た
こ
と
で
話
題

と
な
っ
た
。

　

そ
の
舞
台
は
常
総
Ｉ
Ｃ
に
ほ
ど
近
い
、

「
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
農
房
」
だ
。
現
在
、
実
証
事

業
と
し
て
二
棟
の
ハ
ウ
ス
で
い
ち
ご
栽

培
を
行
っ
て
い
る
。「
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
農
房

の
コ
ン
セ
プ
ト
の
一
つ
に
地
方
創
生
と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
農
業

に
よ
っ
て
地
域
の
永
続
的
な
発
展
を
実

現
す
る
。
こ
れ
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
と

合
致
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
」
と
飯

田
部
長
は
説
明
す
る
。

　

し
か
し
、
農
業
や
い
ち
ご
づ
く
り
の

専
門
家
を
擁
す
る
ゼ
ネ
コ
ン
は
そ
う
あ

る
も
の
で
は
な
い
。
事
業
は
「
勉
強
」

か
ら
始
ま
っ
た
。
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

の
中
島
広
志
主
管
は
こ
う
話
す
。「
Ｔ

Ｏ
Ｄ
Ａ
農
房
が
目
指
す
理
念
の
一
つ
に

『
誰
で
も
で
き
る
農
業
』
が
あ
り
ま
す
。

品
種
の
知
識
や
栽
培
方
法
、
更
に
は
労

働
力
の
確
保
と
い
っ
た
運
営
に
つ
い
て

も
積
極
的
に
学
ん
で
い
ま
す
。
未
経
験

者
で
も
真
剣
に
取
り
組
め
ば
で
き
る
！

と
い
う
こ
と
を
地
域
の
方
々
に
実
感
し

て
い
た
だ
き
、
施
設
園
芸
の
裾
野
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

誰
か
の
模
倣
で
は
な
く
、
自
ら
習
得
し

た
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
は
リ
ア
ル
な
知
見

と
し
て
蓄
積
さ
れ
る
。
と
は
い
う
も
の

の
素
人
だ
け
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
種
苗
会
社
や
農
業
資
材
会

社
と
の
連
携
は
必
須
だ
っ
た
。「
経
験

が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
無
責
任
な
も
の

は
つ
く
れ
ま
せ
ん
。
地
元
の
経
験
者
や

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
と
も
連
携
し
て

い
ま
す
。
生
産
体
制
を
整
備
し
、
適
切

高設栽培ベッドは、腰をかがめることなく作業ができるの
で、高齢になっても栽培を続けることができる。

地
域
の
働
き
方
を
変
え
る

誰
で
も
で
き
る
農
業
を
目
指
す

飯田 勝
Masaru Iida

戸田建設株式会社
戦略事業推進室
地域価値創生部長

中島広志
Hiroshi Nakajima

戸田建設株式会社
技術開発センター
農業再生チーム主管

TODA農房で収穫されたいちごは、洋菓子店
やレストラン等とのコラボレーションにより
販路の拡大を図っている。茨城産の紅茶をベ
ースにしたフレーバーティーはほのかな甘み
と爽やかさが印象的だ。

農業の6次産業化

11.a �都市と農村部のつながりの支援
12.1 �持続可能な消費と生産の実施

ハウス栽培施設

見せる田んぼ

物流施設

加工工場

直売所

田んぼの
大区画化

産業団地
整備事業

施設
園芸事業

直売所等
整備事業

土地区画整理による
集約化・大規模化

農
業
六
次
産
業
化
の
最
先
端

戸
田
建
設
株
式
会
社

Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
農
房

関連するSDGsの目標

建設業界が目指す地球環境のゴール特集

※�「ASIAGAP」とは日本発の食品安全規格で、（一財）日本GAP協会が国際規格としてアジア共通となることを目指している枠組みのこと。 
なおGAP（Good Agricultural Practices）とは農業生産工程管理のこと。

（戸田建設㈱提供資料を基に作成）

土地区画未整理
の状態
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Ｉ
ｏ
Ｔ
を
い
か
に
組
み
込
ん
で
い
く
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
Ａ
Ｉ
が
気
候
な
ど

を
予
測
し
て
年
間
の
予
定
を
立
案
し
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
Ｉ
ｏ
Ｔ
が
栽
培
環
境

制
御
と
い
っ
た
作
業
を
補
助
す
る
。
究

極
の
施
設
園
芸
を
目
指
し
た
い
」
と
抱

負
を
語
る
の
は
戸
田
建
設
技
術
開
発
セ

ン
タ
ー
の
三
浦
玄
太
氏
だ
。
そ
の
道
程

は
遠
い
と
し
な
が
ら
、
現
在
、
栽
培
管

理
の
な
か
で
得
ら
れ
た
情
報
を
デ
ー
タ

化
す
る
作
業
に
追
わ
れ
る
。「
ベ
テ
ラ

ン
の
方
の
経
験
や
勘
な
ど
の
感
覚
的
情

報
を
デ
ー
タ
化
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る

作
業
で
す
。
高
齢
化
で
立
ち
行
か
な
く

画
し
て
い
る
。
同
社
の
中
村
源
一
郎
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
連
携
の
経
緯
を
こ
う
話

す
。「
農
地
を
利
用
し
た
土
地
開
発
の

あ
り
方
を
模
索
し
て
い
た
当
社
が
、
長

年
お
付
き
合
い
の
あ
っ
た
戸
田
建
設
さ

ん
の
取
組
み
に
共
感
し
、
委
託
業
務
と

し
て
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
将

来
的
に
は
都
市
的
な
土
地
開
発
だ
け
で

は
な
く
、
農
業
と
連
動
し
た
都
市
開
発

も
で
き
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
を
目

指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　

同
社
の
関
根
旬
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、

Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
農
房
に
ほ
ぼ
常
勤
し
、
運
営

を
引
き
受
け
て
い
る
。
三
年
前
ま
で
は

ス
ー
ツ
姿
で
飛
び
回
っ
て
い
た
と
笑
い

な
が
ら
、
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
農
房
の
取
組
み
は

地
域
市
民
の
働
き
方
を
変
え
る
可
能
性

が
あ
る
と
い
う
。「
い
ち
ご
の
施
設
園

芸
は
毎
日
長
時
間
の
労
働
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
が
、
収
穫
や
定
植
の
時
期
に
は

仕
事
が
集
中
し
ま
す
。
現
在
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
の
ス
タ
イ
ル
で
地
元
の
皆
さ
ん

に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
子

育
て
や
介
護
と
い
っ
た
事
情
を
考
慮
し

な
が
ら
、
働
く
時
間
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
ま
す
。
こ
の
『
拘
束
時
間
の
緩
さ
』

が
持
続
性
の
キ
ー
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
」。

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
未
来
に
つ
な
が
る
多
く
の
キ

ー
ワ
ー
ド
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
今

後
、「
技
術
革
新
」
で
「
つ
く
る
責
任
」

を
担
保
し
な
が
ら
「
ま
ち
づ
く
り
」
を

実
現
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
他
の

目
標
に
向
か
う
ベ
ク
ト
ル
を
見
出
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
飯
田
部
長

は
こ
う
話
し
て
く
れ
た
。「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

は
、
我
々
が
果
た
し
て
き
た
使
命
に
新

た
な
意
識
づ
け
を
与
え
て
く
れ
る
絶
好

の
機
会
に
な
り
ま
す
。
農
業
だ
け
で
は

な
く
更
に
広
い
フ
ィ
ー
ル
ド
で
課
題
解

決
に
向
き
合
い
た
い
。
で
き
る
こ
と
は

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
」。

　

中
村
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
同
様
に
「
大

企
業
が
農
業
に
参
入
す
る
と
、
現
場
に

携
わ
る
人
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
同
様
、
フ

ル
タ
イ
ム
で
時
間
と
業
務
を
管
理
さ
れ
、

結
果
的
に
継
続
が
困
難
に
な
る
こ
と
が

多
い
ん
で
す
。
現
在
、
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
農
房

で
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
は
シ
ル
バ
ー
世
代

の
方
々
が
中
心
で
す
が
、
将
来
的
に
は

主
婦
の
皆
さ
ん
や
副
業
を
検
討
さ
れ
て

い
る
方
に
も
参
加
を
促
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
」
と
話
す
。「
友
達
が
い
ち
ご
を

買
っ
て
く
れ
て
、
そ
の
お
子
さ
ん
が

『
お
い
し
か
っ
た
！　

あ
り
が
と
う
』
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
く
れ
た
ん
で
す
。

嬉
し
か
っ
た
！
」
と
関
根
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
は
相
好
を
崩
し
た
。

　
「
今
後
、
課
題
と
な
る
の
は
Ａ
Ｉ
や

株式会社ヒューマンスケープ官民連携
事業部の中村源一郎マネージャーと同
アグリ事業部の関根旬子マネージャー

三浦玄太
Genta Miura

戸田建設株式会社
技術開発センター
農業再生チーム

な
っ
て
い
る
現
状
を
打
破
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。
ま
た
、
ゼ
ネ
コ
ン
が
有
す

る
土
地
開
発
の
知
見
や
技
術
、
発
想
力

も
、
新
た
な
農
業
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

た
め
の
大
き
な
武
器
に
な
る
と
思
い
ま

す
」。
農
学
部
で
土
壌
分
析
を
修
め
た

三
浦
氏
の
言
葉
に
は
説
得
力
が
あ
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
農
房
の
ス
キ
ー
ム
に
、
Ｓ

昨年夏に完成した第2ハウス「SORAリウム」。中柱のない
構造で、液肥の投与など完全自動制御されている。特殊な
遮光カーテンや屋根の形状を工夫し採光性を向上させた

（上）。通路を固定しない移送式の高設栽培ベッドにより栽
培面積も広くすることができた（下）。

「
で
き
る
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
」

グリーンボンドで
洋上風力発電

　2013年、戸田建設を代表とする環境省実証
事業受託者グループは、長崎県五島市の椛

かば

島
しま

の
沖合に、世界初となるハイブリッドスパー型

（浮体部の下部をコンクリート、上部を鋼で構
成した浮体形式）の浮体式洋上風力発電施設を
設置。同社は、実証機を借り受け、2016年に
商用運転を開始した。
　本事業は、経団連の事例集にも「エネルギー
をみんなに そしてクリーンに」というSDGsの
目標に合致するものとして紹介されている。こ
の事業を拡大するための新たな発電施設には、
その資金調達として「グリーンボンド」が活用
されている。グリーンボンドは環境に配慮した
事業に対し、使途を限定して発行する債券。第
三者の厳格な評価の下発行される。ESG（環境
／社会／企業統治）投資を促すケーススタディ
として注目を集めている。環境事業に関心を寄
せる投資家は増加傾向にある。今回のグリーン
ボンド発行によりこれまでに接点のなかった九
州の地方銀行や、地元の投資ファンドが債権を
購入した。SDGsとビジネス、企業運営を統合
するスキームが生まれつつある。

ＥＳＧにつなげる

TODA農房

長い南面屋根から
太陽光を採り入れる
スリークォーター型屋根

屋根の頂点付近
1カ所に収納され、
栽培ベッド上に影をつくらない
遮光カーテン

中柱による影ができない
大空間構造

南北方向に設置され、
日照量の差による
生育差ができにくい
栽培ベッド配置

南側 北側

クラウド

温度 湿度 日射量 降水量
風速 CO2濃度 含水率 EC etc.

機器制御や、栽培工程計画に活用

ハウス内の環境データを計測

「SORAリウム」の特長

建設業界が目指す地球環境のゴール特集

（写真提供：戸田建設㈱）

TODA農房の２つのハウス

（戸田建設㈱提供資料を基に作成）
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